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はじめに

 環境省の星空継続観察とは

 「長野県は宇宙県」としての呼びかけ

 第1回目の「長野県星空継続観察ミーティング」

 測定の事前呼びかけ

 測定状況

 実施して見えた課題



環境省の全国星空継続観察

 1988年から2013年まで

 眼視、双眼鏡による観察、撮影フィルムの測定

 「日本一の星空」などのもとになる数値



全国星空継続観察の数値



環境省の星空観察の再開

 今年2018年の夏より

 2018年1月には、冬季観察の中でデジカメ計測を案内
（夏季から始めるアナウンスあり）

 専用ページを開設



「長野県は宇宙県」としての呼びかけ

 2018年6月に衣笠さんが呼びかけ

 「長野県星空継続観察ミーティング」に



「長野県星空継続観察ミーティング」

 2018年夏季の進め方
(1)デジカメ測定（環境省継続観察方法）
(2)SQM-L（これまでのデータとの比較も含めて）
(3)天の川のデジカメ撮影（可能な範囲で）



測定の呼びかけ

 県内の市街地、高原地を網羅することを目標

 各種メーリングリストにて参加者を呼びかけ

 事前に測定できる場所を調整

名前 撮影地１ 撮影地２ 撮影地３ 撮影地４

1KK 諏訪湖 野辺山

2AT 伊那市内 開田高原 王滝村

3NK 長野市(県庁) 飯綱高原(飯綱庁舎)

4ST
長野市立博物館（長野市小
島田） 戸隠スキー場

5YR 入笠高原

6MM 山形村 奈川度ダム 乗鞍高原(いがや) 乗鞍高原(三本滝) 高ボッチ 勝弦峠

7HH 高ボッチ いこいの森
勝弦王城パーキン
グ 奈良井宿 奈良井ダム

8ST2 木曽方面(具体的にはまだ)

9FH 小川村

10ND 湯の丸高原



事前に調整したポイント

緑：測定者が決まったポイント
オレンジ：測定者がいないポイント



測定実施

 測定済みのポイントをプロット
→重複のないように
→未計測の場所が分かるように

 最終的に67か所
・うち報告のあった場所は57か所

 測定者（報告者）19名
→Excel参照



測定状況

 数値のわかるポイントは色付け
（星空公団の色と近い色）
19-20：緑
20-21：青
21-22：濃い青

 19より明るい場所の測定がない

 南信のポイントがない

 中信のポイントが多すぎる

 時間外の測定がある



参考：別の時の数値

 過去の数値と追加で測定

 南信も20以上の結果



冬季に向けた課題

 南信の測定
・過去の測定者に呼び掛ける
・新たな協力者に呼び掛ける
・中信の測定者を回す

 市街地の測定
・天候が微妙な日に測定する

 冬季閉鎖のポイント
・近い場所に変更

 測定者の確保
・偏りがある

 環境省の発表を受けてどうするか



個人的な感想

 初めての割にはうまくいった（南信以外）

 事前縛りはあまり有効ではない

 天の川の撮影は省略したい
・数がこなせない
・設定を間違える

 データが仕様と違うことがある
・投稿を依頼されたデータ
・「設定を間違えた」「心配」との報告あり

 測定値が独り歩きする不安
・阿智村現象

 やってみたい人をできる人に
・特に南信

 モチベーションが続くか不安



最後に

 呼びかけの効果は大きい
参考：2018年1月の測定は12か所

 広く取り組んでもらえた

 冬季も同様の呼びかけで良いのでは

 一番の課題は南信


